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　業界によっては、年末らしい繁忙感が薄く、低調な動きが見られた。小売、サー
ビス業を中心に物価高騰が消費意欲を抑制し、売上や販売数量の減少に繋がった。
一方、織物業界では、新たな販路開拓に成功するなど明るい兆しも見られた。また、
人手不足やコスト高は引き続き深刻で、特に補助金終了に伴う燃料価格上昇を懸念
している。

物価高騰が年末需要に影響を与える
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主要DI の推移（全体）

概 況

景況天気図（前年同月比）
売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全業種平均

製
　
造
　
業

食料品

繊維製品

窯業 ･土石

機械 ･金属

その他

非
　
製
　
造
　
業

卸売業 −

小売業 −

商店街 −

サービス業 − −

建設業 − −

運輸業 − −
天気図は、各景況項目について調査月と前年同月を比較して、DI 値を基
に判断したものです。
DI値 ＝（増加・好転）−（減少・悪化）÷回答数

情報連絡員だより ～令和６年12月の報告より～

業界の景況D I収益状況D I売上高DI



コメント掲示板
《製造業》

食 料 品
［菓子］注文が多く忙しかった。特に観光地は観光客が多く、人手不足の中、対応に苦慮。
［麺類］年末の荷動きは例年より鈍く、販売数量の微減傾向が続いている。
［酒造］全般的に売上数量は減っているが、吟醸酒系は好調。

繊 維 製 品
［織物］京都で合成繊維と絹製品の問屋向け販売会が開催。他産地の展示会も同会場で行われたこと
で来場者が多く、新たな販売先の獲得など大きな成果を得た。

［外衣・シャツ］人件費や光熱費、資材などの値上げに対し、価格転嫁が進まず収益悪化を招いている。
引き続き、断続的な価格交渉が必要な状況。

窯業 ･土石

［コンクリートブロック］組合員の景況感は前年並みか若干下回る状態。販売先の施工職人不足によ
る工事遅れの影響もみられ苦戦。輸送費高騰により搬送手段の見直しが課題。

［生コンクリート］出荷量について、吾妻地区、北部地区、藤岡地区で増加、中央地区で微増だったが、
東毛地区はじめその他の地区が減少したため全体では減少。

［砕石］吾妻地域では上信道以外に大規模工事がなく、東毛地域も公共工事が減少。他地域も砕石を
使用する公共工事が少なく、民間工事もほぼ皆無で厳しい状況が続く。

機械・金属

［めっき］円安、運送費等の値上げで、薬品、材料等の値上げが続いている。
［機械金属］材料費の高騰や光熱費・燃料費の高止まり、最低賃金の引き上げ等により、今後ますま
す経営が厳しくなることを危惧。

［半導体関連］半導体製造設備は高い需要が続いているが、需要の減少が徐々に見られる状況。さ
らに、米中関係の影響も懸念材料となっている。

そ の 他
［家具］売上や受注状況は今月も改善が見られず、物価高の影響もあり、家具等の耐久消費財市場は
引き続き厳しい状況が続く。

［印刷］引き続き人手不足が深刻で、特に営業職の確保が難しい状況。社会全体の変化を感じており、
従来とは異なる経営手法へ取り組む必要性を感じている。

《非製造業》

卸 売 業

［紙卸売］業界の繁忙期ながら洋紙需要低下の影響で売上は昨年比で伸び悩み。仕入先メーカーは、
洋紙に加えて、年明けから段ボール関連の値上げも予定している。

［機械部品関連］価格転嫁が進み収益は確保しているが、人手不足が依然課題。
［再生資源］鉄屑について、市中発生・荷動きが低調で、スクラップ市況は軟調推移。古紙について、
集荷量が伸び悩み、燃料高による回収コスト上昇が懸念される。

小 売 業
［石油］燃料油価格激変緩和補助金縮小に伴い価格が上昇。今後、さらなる値上げにより、買い控え
が発生する可能性を危惧。

［生花］今年の秋以降、花材と資材の卸売価格が急上昇し、店頭価格高騰が消費者の購買意欲を低下
させた。かつて活発だった12月の需要も、花離れと単価減少が目立つ結果となった。

商 店 街

［高崎市］駅前ではクリスマスマーケットや忘年会シーズンの影響で昼夜問わず賑わったが、歳末の
売り出しは厳しい状況が続いた。

［藤岡市］「歳末大感謝祭」で年末ジャンボくじが当たる福引を実施し、夏の福引セールと比べ来客・
抽選数が大幅に増加した。

［富岡市］プレミアム付きプリペイドカードの販売と恒例の歳末売り出しが重なり、賑やかな1カ月
となった。恒例のシクラメンのプレゼントも好評だった。

サービス業

［不動産］2025年は団塊の世代が後期高齢者となり、空き家や相続物件売却の増加から、価格下落や
市場が冷え込むことを注視している。

［温泉旅館］販売価格の上昇や例年より早い年末年始休暇が売上増に寄与。一方、人手不足や原材料
費高騰が課題となり、収益面は苦戦し、利益率改善には至らず。

［美容業］料金値上げで客単価は上昇したものの、来店サイクルが伸び、来客数減少により売上増加
には繋がらず。さらに原材料費や光熱費、人件費の上昇で収益が悪化。

建 設 業

［建設］現場での盗難被害対策で防犯カメラ設置や夜間パトロールを実施し支出が増加。繁忙期・除
雪業務が重なる中、若手採用も困難で、業務負担が増大している。

［塗装看板］仕事量は前年より減少し、売上は伸び悩んだ。物価高騰が施主の購買意欲を抑え、売上
減少が続く見通し。

［砂利採取］ダンプトラック不足で運搬に支障が生じ、設備の経年劣化やプラント要員不足が生産増
の障壁。燃料、電気代の高騰対処も困難で、業界の景況感は依然低迷。

運 輸 業
［一般貨物運送］全体的な荷動きは低調で繁忙感は薄かった。燃料油価格激変緩和補助金の減少に
伴い、燃料の価格が上昇し、今後更なる負担増を懸念している。運賃交渉はしやすくなりつつあ
るものの、燃料高騰の影響は大きく、運転手給与の継続的な改善は困難で、ドライバー不足も深
刻化している。

※本調査は、情報連絡員57人の報告を取りまとめ、その概要を示したものです。
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